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【
社
会
福
祉
協
議
会
】

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
運

営
状
況
及
び
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
概
要
や
今
後
の
事

業
計
画
に
つ
い
て
、
職
員

よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　
現
在
、
正
規
職
員
７
名
、

臨
時
職
員
２
名
の
体
制
で

運
営
し
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
感
染
対

策
の
実
施
や
多
様
化
す
る

◎
11
月
７
日（
月
）、工
事
現
場
や
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
、み
や
ま
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
等
を
視
察
。

産
建
厚
生
常
任
委
員
会

委員会町内視察レポート 

ニ
ー
ズ
の
中
、
現
在
の
職

員
数
で
ど
こ
ま
で
支
援
が

可
能
な
の
か
心
配
さ
れ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

も
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
も
心

配
さ
れ
、
担
い
手
の
確
保

も
含
め
た
組
織
の
充
実
も

必
要
と
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
感
染
対
策
が
講
じ
に

く
い
集
い
や
サ
ロ
ン
等
が

休
止
と
な
り
、
憩
い
の
場

が
失
わ
れ
た
利
用
者
の
ひ

き
こ
も
り
状
況
が
続
く
事

も
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
後
の
事
業
計
画
で
、

買
い
物
を
目
的
と
し
た
外

出
を
支
援
す
る
「
買
い
物

支
援
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い

て
は
、
地
域
限
定
で
モ
デ

ル
的
に
実
施
さ
れ
る
と
の

事
だ
が
、
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
孤
独
、
不
便
解

消
の
た
め
に
は
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
高
齢
化
が
進
む
当
町
に

お
い
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
は

欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
で
、
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
通
常
通
り
実
施

す
る
事
は
苦
労
が
多
い
と

思
う
が
、
今
後
も
継
続
し

て
も
ら
い
た
い
。

【
土
生
川
砂
防
事
業
】

　
早
期
整
備
が
要
望
さ
れ

て
い
る
土
生
川
整
備
工
事

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
、
県
担
当
職

員
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　
日
高
川
の
支
流
で
あ
る

土
生
川
は
、
総
延
長
５
．

３
km
の
二
級
河
川
で
上
流

部
の
整
備
が
完
了
し
て
い

る
が
、
下
流
部
で
一
部
未

整
備
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
施
工
中
の
箇
所
は

延
長
30
ｍ
で
、
残
り
延
長

４
１
０
ｍ
の
内
、
橋
梁
２

カ
所
の
架
け
替
え
、
物
件

補
償
の
課
題
も
あ
り
、
あ

と
４
～
５
年
で
完
了
の
見

込
み
と
の
事
で
あ
る
。

　
本
改
修
に
よ
る
生
態
系

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る

が
、
管
理
道
の
整
備
や
通

水
断
面
の
拡
大
に
よ
り
安

全
な
河
川
確
保
と
汚
染
改

善
に
期
待
し
、
早
期
完
成

を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
】

　

高
津
尾
地
内
の
鳴
滝

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
概

要
及
び
Ｐ
Ｒ
の
計
画
等
に

つ
い
て
、
担
当
職
員
よ
り

説
明
を
受
け
た
。

　
こ
の
度
工
事
が
完
了
し
、

広
さ
１
４
０
～
１
５
０
㎡

の
８
区
画
が
整
備
さ
れ
た
。

場
所
や
周
辺
の
環
境
は
適

し
て
お
り
、
自
然
そ
の
も

の
を
楽
し
め
る
上
、
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
乗
り
入

れ
や
整
備
さ
れ
た
芝
生
の
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上
で
キ
ャ
ン
プ
用
品
を
使

用
で
き
、
静
か
に
夜
景
を

楽
し
め
る
な
ど
魅
力
に
満

ち
た
場
所
で
あ
る
。

　
近
年
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー

ム
に
よ
り
、
観
光
の
起
爆

剤
と
し
て
県
内
外
か
ら
多

く
の
利
用
者
が
見
込
め
、

利
用
状
況
を
見
た
上
で
、

上
流
側
の
隣
接
地
に
区
画

の
増
設
を
検
討
し
て
も
良

い
と
考
え
る
。

　
家
族
連
れ
の
利
用
者
が

多
く
見
込
ま
れ
る
が
、
川

側
遊
歩
道
に
お
い
て
子
ど

も
の
転
落
事
故
等
が
懸
念

さ
れ
、
安
全
対
策
は
万
全

に
す
る
よ
う
願
い
た
い
。

【
み
や
ま
フ
ォ
レ
ス
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
】

　

み
や
ま
の
里
森
林
公

園
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
そ
の
内
容

に
つ
い
て
、
担
当
職
員
よ

り
説
明
を
受
け
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
森
林

公
園
内
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

施
設
が
整
備
さ
れ
た
約

２
０
０
０
㎡
の
区
域
を
利

用
。
既
存
の
設
備
を
活
用

し
、
コ
ン
パ
ネ
の
弾
除
け
、

エ
リ
ア
全
体
を
囲
ん
だ

ネ
ッ
ト
や
食
事
・
休
憩
用

の
木
製
ベ
ン
チ
な
ど
費
用

は
低
額
で
済
ん
で
い
る
。

鳴滝オートキャンプ場

サバイバルゲームのフィールド

椿山ダム側壁倒壊復旧工事

　
運
営
は
、
和
歌
山
市
の

ミ
リ
タ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が

行
い
、
利
用
料
金
・
ル
ー

ル
と
使
用
す
る
Ｂ
Ｂ
弾
や

エ
ア
ガ
ン
等
の
仕
様
が
決

め
ら
れ
て
い
る
。

　
専
門
家
と
連
携
し
、
安

全
面
に
関
し
て
は
十
分
に

配
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
戦

争
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が

い
る
の
で
、
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
場
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
利
用

客
の
宿
泊
、
食
事
等
の
収

益
が
見
込
ま
れ
、
相
乗
効

果
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

繋
が
り
、
ま
た
、
森
林
公

園
内
の
利
活
用
と
し
て
、

通
路
の
藤
棚
を
利
用
し
た

花
・
フ
ル
ー
ツ
等
の
植
栽

に
よ
り
、
ゲ
ー
ム
以
外
の

新
た
な
客
層
の
発
掘
に
も

繋
が
る
と
考
え
る
。

　
他
府
県
で
は
、
鳥
獣
害

対
策
も
兼
ね
て
い
る
事
例

も
あ
り
、
何
ら
か
の
方
法

で
繋
げ
る
事
が
で
き
な
い

も
の
か
、
検
討
願
い
た
い
。

【
椿
山
ダ
ム
減
勢
池
側
壁

倒
壊
復
旧
工
事
】

　
令
和
３
年
12
月
17
日
に

発
生
し
た
椿
山
ダ
ム
減
勢

池
側
壁
倒
壊
の
経
緯
及
び

復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
ダ
ム
管
理
事
務

所
職
員
よ
り
説
明
を
受
け

た
。

　
倒
壊
の
原
因
は
、
国
の

専
門
家
に
依
頼
し
て
お
り
、

継
続
的
に
被
災
原
因
や
対

策
等
に
つ
い
て
、
意
見
を

伺
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ

る
。

　
倒
壊
直
後
の
同
月
20
日

か
ら
仮
復
旧
工
事
、
令
和

４
年
３
月
下
旬
か
ら
側
壁

復
旧
工
事
に
着
手
、
同
年

10
月
中
旬
に
側
壁
部
が
完

成
。
現
在
は
土
砂
と
倒
壊

し
た
側
壁
の
撤
去
作
業
を

実
施
し
て
い
る
。
計
画
で

は
、
令
和
５
年
６
月
中
旬

か
ら
の
洪
水
期
ま
で
に
完

了
す
る
と
の
事
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
ダ
ム
放
流
が

実
施
さ
れ
る
度
に
、
繰
り

返
し
工
事
用
仮
設
道
路
を

復
旧
し
な
が
ら
の
施
工
で

あ
り
、
今
後
の
倒
壊
し
た

側
壁
と
土
砂
の
撤
去
作
業

で
も
、
放
流
に
よ
り
中
断

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

安
全
第
一
で
実
施
し
、

早
期
完
了
が
望
ま
れ
る
。


